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社会背景

e-book systemLMS

データ駆動型教育への期待コロナ禍以降，ICT利用教育が浸透
教育データの蓄積が容易
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そもそも，教育データはどのように記録されている？

User id Contents id Operation name Page Event time

A X OPEN 1 2020/4/10  14:30:31

B X OPEN 1 2020/4/10  14:31:40

A X NEXT 1 2020/4/10  14:31:50

⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮
「いつ」，「どこで」，「誰が」，「何を」した？

e-book system

LMS
講義日，講義時間帯：datetime 型
小テストのスコア，最終成績：int/float 型
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教育データ分析の目的・方法は？

学習時間を
可視化したい

学習活動の傾
向を知りたい

成績・活動を
予測をしたい

受講者全体？

個人ごと？

成績ごと？

期間全体？

授業時間中？

授業時間外？

教材全体？

教材単位？

ページ単位？

目的は様々・・・ 分析対象者，期間，教材等も様々・・・

機械学習やクラスタリングなどの分析を行う前の
データ抽出，整形等の事前処理がそこそこ面倒



• 事前処理が意外に大変
• これまでは，研究者，技術者が個別に事前処理部のコードを開発
• 事前処理は後続処理に比べると共通部分が多い → 効率性を上げられないか？

教育データ活用に向けた課題

 データの読み出し処理
 分析対象のデータの抽出処理
 集計や変換処理
 結果の可視化処理
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OpenLAの役割

ライブラリ，チュートリアル資料が充実
様々な実装事例とともに公開

データソースと特徴計算，機械学習等のライブラリ間のミッシングリンクを補完
プログラミング効率を向上

センシング

• eBook
• LMS
• Dashboard

データ整形

• 抽出
• 集計

特徴設計

• イベント数
• 学習時間
• 授業外活動

分析

• 機械学習
• 活動予測
• モデル化

可視化

•ヒストグラム
•ヒートマップ
•重畳表示
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OpenLAのモジュール群
データセット • EventStream

• LectureMaterial, LectureTime
• QuizScore (GradePoint)

Course Information Module
Data Extraction Module
ログから必要な情報を抽出
• 成績の高い学生など特定のユーザのログ
• 分析したいタイミングのログ…

データの可視化
• 学生がどのページを

読んでいたか
（１分ごとに集計）

• 授業資料の
各ページにおける
閲覧時間やマーカー
の個数…

コースに関する情報を取得
• 登録ユーザ
• 講義時間
• 最終成績
• イベントログ

Data Conversion Module
イベントログを集計・変換
• 各操作の回数を集計
• ページごとに集計
• ページ遷移ごとに集計
• 特定の時間幅ごとに集計

Data Visualization Module



Data Conversion Moduleの利用例①
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> 操作回数の集計 User id Contents id Operation
name Page Event time

A X OPEN 1 2020/4/10  14:30:31

B X OPEN 1 2020/4/10  14:31:40

A X NEXT 1 2020/4/10  14:31:50
⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮

User id Contents id OPEN CLOSE NEXT PREV MARKER MEMO ⋯

A X 2 2 64 16 4 32 ⋯

B X 4 4 128 64 32 8 ⋯

C X 1 1 32 8 0 0 ⋯
⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮

A Y 1 1 32 8 8 2 ⋯

B Y 2 2 64 32 16 4 ⋯

C Y 1 1 16s 4 2 2 ⋯
⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮

convert_into_operation_count関数 各学生の各コンテンツに対する操作数



Data Conversion Moduleの利用例②
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> ページごとの
学習活動の集計

User id Contents id Operation
name Page Event time

A X OPEN 1 2020/4/10  14:30:31

B X OPEN 1 2020/4/10  14:31:40

A X NEXT 1 2020/4/10  14:31:50
⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮

convert_into_page_wise関数 各ページの閲覧時間と操作数

User id Contents id Page Reading seconds MARKER MEMO ⋯

A X 1 64 0 0 ⋯

A X 2 128 1 0 ⋯

A X 3 1024 5 2 ⋯
⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮

B X 1 81 0 0 ⋯

B X 2 729 4 1 ⋯

B X 3 243 0 1 ⋯
⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮



Data Conversion Moduleの利用例③
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> ページ遷移ごとの
学習活動の集計

User id Contents id Operation
name Page Event time

A X OPEN 1 2020/4/10  14:30:31

B X OPEN 1 2020/4/10  14:31:40

A X NEXT 1 2020/4/10  14:31:50
⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮

convert_into_page_transition関数 各ページの閲覧時間と操作数
（ページ遷移ごと）

User id Contents id Page Reading seconds MARKER MEMO ⋯

A X 1 210 3 2 ⋯

A X 2 63 1 0 ⋯

A X 1 42 1 1 ⋯

A X 3 490 0 2 ⋯
⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮



Data Conversion Moduleの利用例④
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> 単位時間ごとの
学習活動の集計

User id Contents id Operation
name Page Event time

A X OPEN 1 2020/4/10  14:30:31

B X OPEN 1 2020/4/10  14:31:40

A X NEXT 1 2020/4/10  14:31:50
⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮

convert_into_time_range関数 各区間で最も長く閲覧されたページと
その区間の操作

User id Contents id Elapsed seconds Page MARKER MEMO ⋯

A X 60 1 1 0 ⋯

A X 120 2 2 1 ⋯

A X 180 2 2 0 ⋯
⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮

B X 60 1 0 0 ⋯

B X 120 4 0 0 ⋯

B X 180 5 1 0 ⋯
⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮



コード量削減例

データ読み出し
分析対象データを抽出

1分ごとに学習活動ログを集計

学生の学習活動を可視化

14 lines

34 lines

10 lines

4 lines

8 lines

5 lines

約 6割
削減

without OpenLA with OpenLA
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第7回 IMS Japan賞 優秀賞

『OpenLA：教育データ分析のためのオープンソースライブラリ』
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教育データ分析コンテスト（EDE主催，IPSJ CLE研究会協賛）

今年度は第3回コンテストが開催中
https://sites.google.com/view/ede-datachallenge-3rd

イベントを通して教育データの
分析技術を社会全体で向上させ
ていくことを目的

大学

専門学校

高専

高校

中学校

企業

その他

例年，約100チームが参加

https://sites.google.com/view/ede-datachallenge-3rd
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昨年度のコンテストの結果：成績予測部門

投稿者 予測誤差 利用技術
1位 ham*** 16.05 LightGBM系
2位 leel*** 18.40 Deep Learning系
3位 fa2*** 19.28 LightGBM系
4位 ior*** 20.32 Neural Network系
5位 fa2*** 21.82 LightGBM系

ページ滞在時間やアクセス頻度，教材操作イベント集計などの特徴
を各参加者が工夫しながら利用

目的
デジタル教材の閲覧ログと最終テストの成績データから，
最終成績の予測を行うモデルを開発
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昨年度のコンテストの結果：エビデンス発見部門

復習のタイミン
グや量と成績の
関連性について

の分析

予習・復習時間
に関する諸検討
-実態把握から成
績不振学生の予

測まで-

勉強時間の定義
や，資料独立タ
イプ，既学習タ
イプなどの分類

各受賞者の分析結果をコンテストWebサイトで公開中
https://sites.google.com/view/ede-datachallenge-23

目的
2019年度（コロナ前），2020年度（コロナ禍）の授業時のデジタル教
材の閲覧ログと成績データからコロナ前後の学習活動の違いを分析

https://sites.google.com/view/ede-datachallenge-23
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LLM×OpenLAによる教育データ分析

LLMの機能拡張
ライブラリ群

今回はGPT-3.5
を利用

教育データの
前処理に利用

eBookの閲覧データ
教材基礎データ
成績データ

ある講義1年（1期）分のデータ

教育データと各種データ分析
／機械学習ライブラリ間の
ミッシングリンクを解消

4 lines

8 lines

5 lines

60%
削減

教育データ分析プログラムの開発
LAシステム開発を加速化

データ読込
データ抽出
データ統合

可視化

従来比

元々は人のコーディングプロセスを助長
するために開発されたライブラリ
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LLM×OpenLAによる教育データ分析

分析レベル1
基本処理

分析レベル2
条件付処理

データ数集計
データ解釈
教材ページ数
各イベント数

閲覧時間分析
各学生の活動
全ページ読破
学生数，など

ある教材の最初の10ページの平均閲
覧時間は？
全教材で2分以上閲覧されたページ
は何ページ？，など

OpenLAあり OpenLAなし

9/10 4/10

7/10 2/10

OpenLAを利用することで
データの解釈性が向上？

分析成功率

将来，プログラムを書かずにAIに教育
データを分析させることは可能！？

教材の閲覧時間と学生の成績には，
相関はある？
教材の閲覧時間が平均閲覧時間を
20％以上，上回った学生の人数は？

成績を予測するモデルを作成するこ
とは可能か？
閲覧パターンや成績に基づいて教材
推薦するモデルを作成可能か？

効果の高い教材閲覧方略や介入方法
を提案できるか？
学習効率を最大化するページの閲覧
順序や学習方法を特定できるか？

5/10 2/10

3/10 0/10

7/10 4/10

分析レベル3
パターン特定

分析レベル4
モデリング

分析レベル5
高度なRQ

Response

学生の成績を向上させる方法を
見つけるために提供されたデー
タを詳細に分析せよ．

成績の良い学生ほど，マーカー，
メモ，ブックマークが多く，また
閲覧ページ数も多い傾向がある．
このことから，マーカー，メモ，
ブックマークを増やしたり，学生
が教材に触れる機会を増やすこと
が，成績向上につながる可能性が
ある．

Prompt

GPT-4でさらに精度が
向上することも確認
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OpenLA Webサイト http://limu.ait.kyushu-u.ac.jp/~openLA/

モジュール・クラス・関数の詳細

モジュールの概要

クラス・関数の具体的な利用例

Google ColabでのOpenLA利用

特徴表現作成機能



特徴表現の獲得関数群をNew Release！！

> 特徴表現作成機能
• 学習者ごとの特徴ベクトルをイベントログから作成する拡張機能
• ドキュメントは今後改訂予定
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> ALP
• 各週の各活動を0〜５点にポイント化

• Fumiya Okubo, Takayoshi Yamashita, Atsushi Shimada, Hiroaki Ogata
A Neural Network Approach for Students’ Performance Prediction
The 7th International Conference on Learning Analytics & Knowledge 
Understanding, 2017.03

> E2Vec
• e-book閲覧系列の分散表現

• 宮崎 佑馬, 峰松 翼, 谷口 雄太, 大久保 文哉, 島田 敬士
教育データの分散表現生成手法の提案とAt-risk学生検知への応用
第40回教育学習支援情報システム研究発表会 (CLE40), 2023.06



ご清聴ありがとうございました

E-mail: atsushi@ait.kyushu-u.ac.jp
URL: http://limu.ait.kyushu-u.ac.jp/
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